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　製品説明 　のきといへの取り付け

　超芯レボルの施工基準

【手順１】

・自在ドレンの取付け位置を決め、のきといに

穴開けガイド線を描いてください。
・ホルソーやハサミ等で穴を開けてください。

穴あけ後は、切粉・バリ等を取り除いてくださ
い。

【手順３】
・キャップをのきといに接着後、本体をねじ込んでください。
・自在ドレンにエルボまたはソケットを取り付けてください。

・ 接着剤に切れ目があると水漏れすることがありますので、全周切れ目が

無いようひも状に塗布してください。

・ 接着剤を塗りすぎると接着剤あふれや、製品外観に影響を及ぼす恐れが

ありますので、塗布量の目安に従い接着してください。

自在ドレン 品番 下記参照施工説明書

■ 自在ドレンとソケットと接続することで、たてといを直接落とすこと
ができます。

■ 回転機構により、よびといの振り施工ができます。（１８０°回転）

【手順２】

・キャップツバ面と、本体ツバ面に切れ目が出

ないようひも状に接着剤を塗布してください。
・塗布量は幅３ｍｍ、高さ２ｍｍの目安で塗布

してください。

・接着剤は 『エスロンとい用接着剤Ｎｏ.４１』 を

ご使用ください。
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切欠き部

【手順４-1】 （自在ドレンの場合）
・本体を下から見て、対角上に設けてある切欠き穴と係止

突起を合わせ入れてください。

切欠き部

係止突起 係止突起

【手順４-２】 （自在ドレンエルボの場合）

・たてとい差口側に、接着剤が切れ目が出ないようひも状に

塗布してください。

・塗布量は幅５ｍｍ、高さ３ｍｍの目安で塗布してください。

・接着剤は 『エスロンとい用接着剤Ｎｏ.４１』 をご使用ください。

『カチッとはめる』 『回転させる』

・ 超芯レボル以外でご使用になる場合は、必ず伸縮処理を
行ってください。処理をせずに施工しますと、接続部品の
破損やのきとい変形等の問題を起こす原因となります。

注意

・下穴径は､φ５５ となるよう開け
てください

注意

注意

＜本体＞

＜キャップ＞

※ エルボ、ソケットは 『 別売 』 です。

※ 施工長さが 『 1辺あたり ２０ｍ以内 』 の場合

・ 伸縮処理が不要で、自在ドレンによる施工が可能です。

（ただし両端が共に曲り（入）の場合は、１辺あたり１３ｍ以内）

・ 別売りの 「洋風じょうご」を用いて伸縮処理を行ってください。

※ 施工長さが 『 1辺あたり ２０ｍを超える 』 場合


